
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学校教育目標】 

意欲的に学び、心身を鍛え、 

共に高め合う学校 
 

委員の皆さんのコミュニティ・スクールにつ

いての認識は高く、会議中の発言からも、「お

互い子どもたちの成長を支えるパートナーと

して、連携や協働をしていきましょう」という

「Let‘ｓ」の意識がよく伝わってきました。 

委員長は「委員間の距離が近く、とても良い

雰囲気で話し合いが進められています」と話さ

れ、学校・地域・家庭それぞれの立場でできる

ことを話されていました。 

学校運営協議会は、学校と保護者や地域の

人が“対等な立場”で「学校教育目標」の実現

に向けて、必要な支援や具体的な活動につい

て話し合います。そして、幅広い地域住民等

の参画を得て、活動を進めることが理想とさ

れています。 

今回の会議では具体的な活動内容まで至ら

なかったこともあり、近日中に再度会議の場を

もたれることになったそうです。 

今年度からコミュニティ・スクールになった

彦根中は、大きく動き始めました！ 

９月７日(土) 8:30～花いっぱい運動 9:30～第２回学校運営協議会 

地域学校協働活動「花いっぱい運動」 

の後に、学校運営協議会を開催 

実際に地域学校協働活動を行った後に、協議会を開く

ことで、具体的な成果や課題が見つけやすくなります。 

また、活動中に他愛無い会話が生まれ、協議でも話し

やすい雰囲気になりました。 

子どもが卒業した・していないは関係ありません。 

学びや成長をサポートしていきたいですね。（地域の方） 

委員の皆様にも、活動を運営・コーディネートしてい

ただけると大変ありがたいです。（学校職員） 

活動するときは、見通しをもって取り組めるように、

指示系統をしっかりと決めたいですね。企画や運営は、

学校だけの負担にならないように、委員も積極的に 

携わっていきたいと思っています。（地域の方） 

保護者の参加をさらに増やしていきたいです。 

学校や役員、ボランティア、生徒だけが活動するの

ではなく、保護者にも活動やコミュニティ・スクールに

ついて発信して、輪を広げたいです。（保護者） 

年度当初にある程度の活動内容と参加人数配分などを

決めて、参加しやすく、「来てよかったな」と思ってもら

えるような充実した活動にしたいです。（学校職員） 


